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１．まえがき 

大豆など圃場に直接播種を行う作物は湿害を受けやすい。

湿害が発生するとまき直しが必要になるが、その時期が遅

れると収益に悪影響が生じる。その判断は目視で土壌の状

態を確認しているため、経験の浅い農業従事者では難易度

が高いのが現状である。圃場に影響を及ぼす水分の変化を

可視化すれば、経験が浅い場合でも蒔き直しの時期を判断

しやすくなることが期待できる。そこで本研究室ではリア

ルタイムで取得した圃場の水分量変化を見るモニタリング

システムの開発を行っている。2022 年には栃木県大田原市

にある岩城農場において、2 週間土壌水分量を実地測定し

た[1]。今年度はそのノードに温湿度センサと雨量計、霧の

検出装置を追加して、実地観測を行い観測機器や気象庁の

データと比較した。 

２．システム概要 

昨年度製作したノードは土壌水分量と雨量だけでなく、

温湿度気圧センサと霧の検出装置、ロガーを追加した。し

かし霧の観測装置は、検出用レーザーモジュールの固定が

困難などの問題点があった。そこで今年度は投光器と受光

器が一つになった赤外線センサに変更した。取得したデー

タはノードから LoRaで基地局の M5StickC plusに送信する。

そこから Wi-Fi で LTE モジュールに転送後 LTE 通信でイ

ンターネットに接続し Google スプレッドシートにアップ

ロードする。 

３. 実験方法 

土壌水分量と雨量、温湿度の遠隔観測と霧の検出実験を

行った。まず 5 月に神奈川県相模原市の相原高校、次に 8

月に栃木県大田原市の岩城農場で実施した。測定間隔は 30

分間とし、 圃場の土壌水分量の変化を、安価な静電容量式

センサと、TDR 法による土壌水分計を用いて観測、比較す

る。霧の発生時刻時の条件を温湿度気圧、雨量のデータと

霧の観測装置の値の変化と調査する。 

４. 結果 

相原高校での実験は基地局マイコンと LTEモジュールで

不調が発生し、その度にアップロードが停止していたため

必要なデータ数を集めることが出来なかった。基地局を改

善した岩城農場での実験は当初、観測期間を 2~3週間程度

と予定していたが、温湿度センサ、通信の不調により温湿

度は 6日程度、土壌水分量、雨量、霧は 8日程度のみ観測

となった。図 1は岩城農場で取得した湿度と気象庁による

大田原市の湿度比較結果を示す。昼間はノードが低湿とな

ったが、それ以外はほぼ一致していた。図 2は静電容量式

センサ及び土壌水分計による土壌水分変化と雨量の比較結

果を示す。雨量を観測すると同時に土壌水分量の値が大き

く変化した。また、静電容量式センサが土壌水分計と同様

に変化していた。なお、霧の観測装置ではほとんど値の変

化は見られず、霧の発生自体も無かったため、発生条件は

調査できなかった。 

５. まとめ 

湿度が気象庁のデータより低くなったのは、センサの位

置が地面と 20[cm]程度しか離れていなかったため輻射熱の

影響を受けたと考えられる。また、静電容量式センサで水

分量変化が相対値として観測できることが分かった。なお、

温湿度センサの不調は耐候性が不十分だったことが原因と

考えられる。今後は温湿度センサの耐候性を向上させる。

また通信の不調は太陽光パネルの発電量と日照時間の不足

が原因と考えられるため、発電量が 5Wから 10Wのものに

変更して試験を行っている。完成次第、再度栃木、相原校

において実地観測を行う予定である。 
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図 1 農場での温湿度気圧データ 

 

 
図 2 土壌水分計と土壌水分センサ、雨量の値比較 


